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秋期 に おけ る野草地組合 せ 放牧 に よ る低 Mg血 症 の予 防
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近年,放牧肉用牛の低Mg血症は増加する傾向にあり,放

牧飼養を主体とする肉用牛生産に多大な被害を与えている。

本県における低Mg血症の発生 も昭和46年から51年にかけ

162例にのばり,その内約18%が 秋期にその発生をみてい

る。我々はその原因のひとつであると推定される牧草の ミ

ネラルのアンバランスを野草を利用することにより是正し,

秋期における低Mg血症の予防を目的とする試験を実施し

たので,その概要を報告する。

1試 験 の 方 法

表1に示すとおり,日 本短角種子付牛を50頭開い 6頭を

1群とし,対照区を1群 ,野草地に放牧する時IJlを 変えた

区を4群作り,各群の血清無機成分値(特 にM8)の変動を

みた。試験に用いた牧草地は,オーチャー ドがる0%, チモ

シー,ケ ンタッキープルーめ
'各
々20%, トールフェスク,

クローバが各々10%,ペ レニアルライグラスが5%,そ

の他,は るがや等の雑草が 5多混存する混播牧草地37 8 ha

を用い,こ れを12区画に区切り転牧しながら用いた。草地

化成2 1 1を 4月 上旬に 230t9/ha, 7月 上旬に220り

/bを 施肥した。
野草地の方は, し,t はるがや, しろつめくさ, うまの

あしがた,ち とめぐさ,き さ等で下草の70¢ を占め,残 り

は,や まかもしぐさ, ひかげすげ,わ らび等々の下草が混

存する野草地を2916‐ 用いた。

放牧条件は, 7月 9日 から28日 までの第 1回 目の野草地

放牧では, 供試牛と共にフ0頭の日本短角種子付牛を放牧

し,第 2回 目の 8月 12日 から9月 24日 までの期間は,こ の

外に黒毛和種70頭の子付牛とヘレホード種40頭の子付牛が

共に加牧された。なお,子牛の一斉離乳は,10月 の中旬に

なされた。

表 1試 験 方 法
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2試 験 の 結 果

表 2,図 1に示すとおり,血清Mg値は全群ともに全期間

正常値で推移しているが,血清M8の変動パ′―ンとして見

ると,各々有意の上昇,下降を示している。牧草地のみに

放牧 した対照区の変動パ′―′でⅢ 8月 下旬までは徐々

に上昇を示しているが 9月 に入ると1¢水準で有意の下降

を示し,10月 下旬には同じ水準で有意の上昇を示している。

この下降してから上昇するまでのIIJ間 は,秋期の低Mg

血症の発生時期とほぼ一致するものである。

野草地に放牧した群をみると,7月 ,日 から28日 まで2

週間にわたり放牧した結果 1区 をのぞきいずれの群も野

草地放牧により血清M8値は2%から5¢水準で有意の上昇

を示したが,再び牧草地に放牧すると01多 から5¢水準で

有意の下降を示した。つぎに, 8月 12日 から再度野草地に

放牧した場合も01%から2%水準で血清M8値の有意の上

昇を示したがl17区 をのぞき全区で 9月 の下旬には対照区と

同じレベルまで血清M8値の低下を見た。これをわかりや

すいようにパターン化したものが図 1である。この図で示

すように血清Mg値はほぼ対照区と同様なパターンを示し

ている。しかしながら
'月
の下旬まで野草地に放牧された

lV区においては,野草地を出て再び牧草地に放牧しても血

清 M8値は高いレベルで推移した。

血清Ca,IP,Kに ついては,血清Mgの 変動に反比例す
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表2 野草地組み合せ別放放牛の血清無機成分の変動 (″/“ )

区 分
無機
成分 頭

致
平  均 血 清 採 材 月 日

標準偏差 ア 9 ス 28 8 12 8 26 9 10 ,24 10 21

対照 区全期間

牧草地 に放牧

MB

Ca

IP

K

`

6

6

6

一χ

α

一χ

α

一χ

α

一２

α

４２

ら

８５

″

け

２７

”

‐４

２

０

，

Ｃ

５

１

ス

ー

245
010
,42
11“

498
056
580
26フ

258
022
,72
060
510
089
5“
1 11

255
016
957
α42
475
o94
553
o74

217科
012
,68
●45
685
07,
605
05,

210
1117

,“
Q3'
645
052
7“
α

“

o12
lo 48

o21
498
o46

`38042

野草地 l■み合せ

I区

野草地放牧期間

z  9-7 28

MB

Ca

IP

K

6

6

6

6

一２

α

一″

α

一″

α

一〓

α

247
o20
960
028
532
1177

807
101

268
o19
,58
o40
425
0“
５

０

267
1116
982
026
500
o92
545
042

５２

‐９

郭

”

眩

“

“

８２

２

０

，

０

３

０

５

０

2"
021
,57
027
657
1160

`43092

215
016
,92
029
642
123
252
Ct 77

016
ll1 43

032
503
0フ 4

657

野草地組み合せ

]区
野草地放牧期間

ス  9～ ス 28
,12-8 26

MB

Ca

IP

K

6

6

`
6

一″

α

一χ

α

一χ

α

一２

α

255
ct27

,33
053
52フ

034
253
1179

273■

024
,68
025
532
0“
455
1161

242
044

'8705`
520
1 15

557
α63

277
029
lo 20

039
350
089
585
1195

■95薔
054
,20
o54
572
■22
5“
042

200
038
,78
072
587
074

`38057

028
lo 28

041
425
05o
37
1163

野草地組み合せ

I区
野草地放牧期間

2 9～ ス 28
812-'10

MB

Ca

工,

K

6

6

6

6

・″

α

一２

α

一χ

α

一″

α

232
022
,75
018
480
073
803
129

７０

％

る

２８

″

“

餃

％

２

０

，

０

３

０

４

α

４５

２９

８２

つ

∞

，

８７

る

２

０

，

０

，

１

５

０

270
o25
lo 40

043
372
0“
615
045

ω

“

”

気

夕

５‐

“

“

２

０

，

０

，

１

５

０

202・

013
,62
034

`451195

`70o49

025
lo 53

042
568

`87618
069

野草地組み合せ

I区
野草地放牧期間

ァ 9～ ア28
812～ ,24

M`

Ca

IP

K

6

6

6

6

一χ

α

一χ

α

一″

α

一″

α

帰
閾
鄭
”
蜘
崚
』
鰤

282率率

033
,78
0%
445
0“
525
082

255
021
,77
044
577
079
580
071

６７

％

９８

”

″

“

“

５７

２

Ｃ

，

０

４

α

ス

０

５８

“

”

３４

ω

‐６

２２

５４

２

０

９

０

，

■

‘

Ｃ

262
038
1058
057
487
101
708
106

033
ll1 65

o40
568
087
700
122

る傾向がみられ,血中レベルもほぼ正常に推移した。

こ 結

1 対照区で血清M8値の低下している時期以外の期間

に野草地に放牧した 1, 1, 1区 では,牧草地に再放牧し

た場合,発症が予想される時期に血清Mg値の下降が見ら

れることから, この時期の野草地放牧は低M8血症の予防

効果がないものと推定された。

2 対照区で血清M8値の低下している時期に野草地に

放牧したlV区は, その後牧草地に再放牧し、も血清Mg値

の下降はなく高いレベルで推移していることから低M8血

症の発生が予想される時期に野草地を利用することが低

M8血症の発症予防効果を最も期待できる方法であり,か

つ時期的にもこの時期が最もよい時期と推定された。
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図 1 血清Xc値の変動パターン


